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霞ヶ浦コミュニティセンターの今後のあり方について 

 

１．旧福祉館について 

（１）課題 

平成 10 年に開館したあじさい館は、多世代交流と高齢者及び障害者の健康増進等を

目的に「福祉館」・「公民館」・「図書館」機能が一体となった複合施設として運営されて

きた。このうち、これまでの「福祉館」としては、トレーニング室・浴室・集会室で構

成されているが、現在では民間で類似サービスが提供されており、公共が果たすべき

役割の見直しを迫られている。また、人口減少や高齢化等により、市の財源的に今後も

厳しい状況が続くなか、選択と集中により特に必要な政策に力点を置かなければなら

ない状況となっている。 

 

（２）市福祉館運営協議会への諮問 

   上記課題を整理するため、令和 5 年 11 月 10 日付けで市福祉館運営協議会に対し、

下記事項を諮問した（参考資料 1）。 

① 今後の福祉館のあり方について（特に、果たすべき機能と役割の現況への評価、

維持管理のための経済的視点を踏まえた上での今後の運営の方向性） 

② 今後の福祉館のあり方の検討を進めるにあたり、重要と認める事項 

 

（３）主な答申内容 

   令和 6年 3月 8日付けで市福祉館運営協議会会長より答申を受けた（参考資料 2）。 

   ≪果たすべき機能と役割の現況への評価≫ 

・市内全域から幅広く利用されており、合併後の両地区の触れ合いを通した一体感の

醸成に大きく寄与してきた。 

・65 歳以上の利用が 7 割を超えており、高齢者の健康維持増進、福祉の向上等、地

域の憩いの場として活用されてきた。 

・開館から 25 年が経過し、施設全体の老朽化が進み、特に浴室施設は根本的な設備

の大規模改修を行わなければ、近いうちに運営が困難な状況となり、休止又は廃

止を余儀なくされることが想定される。 

 

≪維持管理のための経済的視点を踏まえた上での今後の運営の方向性≫ 

・福祉館の令和 4 年度決算額は、2,621 万円の赤字決算となっており、今後も恒常

的な赤字が続くものと予想される。 

・今後の運営の方向性について、地域で担ってきた役割、堅調な利用者数を重視し、

現行のまま存続させるのが理想であるが、現実問題として赤字状態の運営、大規
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模改修の必要性など、多額の維持管理費用が掛かることが想定される。 

・浴室使用料の改定を行ったとしても、高齢者の減少や、有料化による利用者数の

減少を踏まえれば、赤字を解消するまでには至らない。 

・赤字額が市の財政規模に比して過大なものであるかどうか、また、大規模改修の

実施等について十分な協議検討を行っていく必要がある。 

・浴室施設については、期限を区切って廃止していく判断が適正と考慮する。 

 

≪今後の福祉館のあり方の検討を進めるにあたり、重要と認める事項≫ 

・十分な期間を設けて利用者をはじめ地域への懇切丁寧な説明を行い、コミュニテ

ィセンターへの移行との関係を考えながら、福祉サービスの低下を極力抑制され

るよう別途対策を講じられたい。 

 

２．旧福祉館における収支及び利用状況について 

（１）収支状況 

 

・歳入について、利用者の増加に伴い前年度比較で 1,314 千円増となっている。 

・歳出について、エネルギー価格等の高騰に伴い、燃料費・光熱水費が前年度比較で 14,469

千円の増となった。一方で施設等修繕に係る経費が前年度比較で 13,248 千円の減となっ

ており、全体として 469 千円の増となっている。 

・各年度収支決算において、令和 3 年度は 27,057 千円、令和 4 年度は 26,212 千円の赤字

となっている。 

 

（２）利用状況 
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・コロナ禍の影響で令和 2 年度及び 3 年度の利用者数は落ち込んだが、令和 4 年度以降

は徐々に回復し、令和 5年度はコロナ禍前と同等以上の利用者数となった。 

・浴室施設については、リピート率が高く、平均週 1回以上（利用回数 月 5回以上）の

利用者数は、全体の実人数で 41％、延べ利用者数で 85％となっている。（参考資料 3） 

 

３．浴室施設の現状 

（１） 浴室内の漏水について 

① 経過 

令和 6年 4月 15 日 

浴室施設のうち「洋風風呂」について、以前より確認されていた洗い場の壁（3

か所）からの漏水が急激に悪化したため、安全な利用が担保されないと判断。 

② 対応 

浴室施設：詳細な漏水調査を行うため、令和 6年 4月 16 日から当面の間、浴室の 

利用を休止。 

市民周知：令和 6年 4月 15 日付けで市 HP 及び施設内掲示で利用休止を周知。 

 

（２） 浴室施設（全体）の状況 

  ・ボイラー設備修繕に対する部品供給は見込めない状況である（生産中止）。 

    修繕は、管理業務請負業者のハンドメイド等による代替部品を使用。 

   ・浴室内、タイルの部分欠損。 

   ・サウナ室内、床板と壁板の結合部分の腐食。 

 

４．今後の運営方針 

霞ヶ浦コミュニティセンターについては、気軽に利用できる地域住民の活動拠点と

しての要請に応えるべく、令和 6 年度に視聴覚室の照明工事を予定しており、また、

令和 7 年度には空調設備の大規模改修（工事期間中は休館予定）を見込むなど、計画

的に修繕・改修を行い、その機能を維持していかなければならない。一方で福祉館とし

ての中核である浴室施設を改修していくことについては、ボイラー設備や浴室そのも

のの修繕に多額の投資が必要となるほか、恒常的な財政負担が続くことで、コミュニ

ティ施設の維持はもとより、今後の市政運営に多大な影響を及ぼすことが懸念される。 

これらを踏まえ、市福祉館運営協議会答申を尊重しつつ、施設全体の状態を確認した

うえで、霞ヶ浦コミュニティセンターの運営方針を決定する。 

 

 

 



4 
 

 

 

参考資料 1 



5 
 

 

 

  

参考資料 2 



6 
 

 

 

 

 



7 
 

 

利用回数 利用者数(人) 日数(日) 延利用者数(人)

1回 297 1 297

2回 118 2 236

3回 37 3 111

4回 45 4 180

5回 41 5 205

6回 24 6 144

7回 19 7 133

8回 25 8 200

9回 23 9 207

10回 16 10 160

11回 15 11 165

12回 12 12 144

13回 16 13 208

14回 9 14 126

15回 10 15 150

16回 16 16 256

17回 12 17 204

18回 7 18 126

19回 10 19 190

20回 15 20 300

21回 11 21 231

22回 8 22 176

23回 9 23 207

24回 8 24 192

25回 23 25 575

26回 19 26 494

845 5,617

平均週１回以上(利用回数　月5回以上)の利用者数は348人で、全体の41％
平均週2回以上(利用回数　月10回以上)の利用者数は216人で、全体の25％
平均週3回以上(利用回数　月15回以上)の利用者数は148人で、全体の17％
平均週4回以上(利用回数　月20回以上)の利用者数は93人で、全体の11％

浴室利用者リピート者数(令和5年10月)

開館日数26日

月1回の利用者数は297人で、全体の35％
月26回の利用者は、19人で、全体の2％

参考資料 3 


